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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
特
別
展
「
小
又
川

の
縄
文
時
代
〜
遺
跡
・
遺
物
が
語
る
山
間

の
く
ら
し
（
開
催
期
間
▽
３
月
２
日
―
11

日
）
」
の
関
連
行
事
と
し
て
開
か
れ
た
も

の
で
、
市
内
外
か
ら
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。  

　
森
吉
山
ダ
ム
は
、
森
吉
山
の
北
側
を
流

れ
る
小
又
川
に
建
設
中
の
多
目
的
ダ
ム
。

工
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
確
認
調
査
に

よ
っ
て
、
60
カ
所
も
の
遺
跡
が
地
下
に
眠

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
調
査

は
平
成
７
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
ま
で

に
51
カ
所
の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
、
旧
石
器

時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
遺
物
・

遺
構
が
発
見
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の

量
は
コ
ン
テ
ナ
ケ
ー
ス
で
お
よ
そ
８
千
箱

分
。
中
で
も
縄
文
時
代
の
遺
物
が
圧
倒
的

に
多
く
、
生
活
の
痕
跡
が
色
濃
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
別
展
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

市
民
に
調
査
の
成
果
を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
森
吉
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
山
間

の
地
で
育
ま
れ
た
豊
か
な
文
化
を
紹
介
す

る
こ
と
が
目
的
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
出
土
品
か
ら
み

た
小
又
川
の
縄
文
時
代
」
「
遺
跡
か
ら
み

た
小
又
川
の
縄
文
時
代
」
「
小
又
川
一
万

年
の
く
ら
し
」
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
と
し

た
３
部
構
成
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
岡
村
道
雄
企
画
調
整
部
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
研
究
者
、
発
掘
調
査

に
あ
た
っ
て
い
る
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
北
調
査
課
と
市
教
育
委
員
会
の
担

当
職
員
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
報

告
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。  

   

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
北
調
査
課
の
宇
田
川
浩
一

文
化
財
主
事
が
、
縄
文
時
代
後
期
の
遺
跡
・

日
廻
岱
Ｂ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
狩
猟
文

土
器
」
に
つ
い
て
報
告
。
こ
の
土
器
は
、

側
面
に
狩
を
す
る
人
と
動
物
、
弓
矢
や
わ

な
（
落
と
し
穴
）
な
ど
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
文
様
が
描
か
れ
、
内
側
が
三
つ
に

区
分
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
出
土
品
の
中
で

も
た
い
へ
ん
め
ず
ら
し
い
土
器
。 

　
ま
た
同
課
の
山
田
祐
子
文
化
財
主
事
は
、

文
様
の
平
面
図
と
上
か
ら
見
た
土
器
の
位

置
関
係
を
投
影
機
で
説
明
し
な
が
ら
、
「
狩

人
の
す
ぐ
隣
に
弓
矢
が
並
ん
で
い
な
い
な

ど
、
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
位
置
か
ら
は

『
狩
猟
物
語
』
を
整
然
と
説
明
で
き
な
い
。

３
つ
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
部
分
と
そ
の
外

側
の
文
様
が
、
対
応
関
係
に
あ
る
の
で
は
」

と
、
自
説
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
ま
た
第
３
部
で
は
、多
く
の
遺
跡
で
弥
生

時
代（
約
２
千
３
百
年
前
〜
）の
住
居
跡
が

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、以
後
、一
部
を
除
き
、

住
居
跡
が
見
つ
か
る
の
は
平
安
時
代
の
遺

跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
言
及
。こ
の
中
で
、

東
京
大
学
大
学
院
の
辻
教
授
は
、「
秋
田
の

山
林
は
、
す
で
に
縄
文
時
代
の
後
期
か
ら
、

ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
落
葉
・
広
葉
樹
林
か

ら
ス
ギ
に
植
生
が
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
る
影

響
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
米
作
り
の
た
め

に
離
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の

形
で
山
林
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、

生
活
の
仕
方
を
変
え
て
生
活
が
続
い
た
の

で
は
」と
、
推
測
し
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
の
参
加
者
か
ら
「
新
潟
の
遺
跡
群

と
の
類
似
性
は
」「
当
時
の
植
物
を
使
っ
た

織
物
な
ど
の
遺
物
は
残
っ
て
い
る
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
と
の
間

で
意
見
交
換
も
行
い
、
小
又
川
流
域
に
暮

ら
し
た
縄
文
人
の
生
活
を
考
察
し
ま
し
た
。 

　
市
及
び
上
小
阿
仁
村
の
飲
食
店
関
係

者
で
つ
く
る
「
北
秋
田
特
選
食
材
購
入

会
（
中
嶋
隆
史
会
長
）
」
が
秋
田
わ
か
杉

国
体
（
開
催
期
間
▽
９
月
29 
日
―
10
月

11
日
）
で
の
提
供
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
通
称
「
国
体
弁
当
」
の
お
披
露
目

会
が
３
月
22
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
関
係
者
ら
が
、
比
内
地
鶏
な
ど

を
使
っ
た
試
作
弁
当
を
試
食
し
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
＊ 

　
本
市
で
開
催
さ
れ
る
各
競
技
に
参
加

す
る
選
手
・
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
関
係
者
の
総
数
は
約
３
千
人
以
上
。

大
会
期
間
中
は
１
万
２
千
個
以
上
の
弁

当
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
国
体
弁
当
」は
、
比
内
地
鶏
や
山
の

い
も
な
ど
の
北
秋
田
地
域
特
産
の
食
材

を
使
い
、わ
か
杉
国
体
に
参
加
す
る
選
手
・

役
員
を
「
食
」
の
面
か
ら
も
応
援
し
よ
う

と
、
同
会
の
会
員
が
研
究
を
重
ね
て
い

た
も
の
で
、
４
種
類
を
試
作
し
ま
し
た
。  

　
お
披
露
目
会
に
は
、
県
・
市
、
市
内
各

商
工
会
及
び
農
林
業
関
係
者
、
同
会
の

母
体
と
な
っ
た
「
う
め
ー
も
ん
創
作
協

議
会
」
の
会
員
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
。 

　
今
回
の
試
作
品
は
、
同
会
の
17
の
会

員
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
料
理
を

提
供
、
ま
た
、
比
内
地
鶏
を
使
っ
た
調

理
品
を
最
低
一
品
入
れ
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。 

　
比
内
地
鶏
の
揚
げ
物
や
煮
物
、
和
え

物
が
添
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
秋
田

産
の
山
菜
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
か
ず
で

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
た
っ
ぷ
り
。
ま
た
、
比

内
地
鶏
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
が
メ
イ
ン

に
な
っ
た
も
の
な
ど
、
県
外
か
ら
訪
れ

た
方
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
そ
う
な
弁

当
ば
か
り
で
し
た
。 

　
同
会
で
は
、
こ
の
日
試
食
し
た
参
加

者
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
改
良
を

重
ね
、
国
体
本
番
で
の
提
供
に
備
え
ま

す
。
　  

  

　
少
子
化
に
と
も
な
う
園
児
の
減
少
な
ど

で
廃
止
と
な
る
竜
森
保
育
園
（
園
児
３
人
、

金
田
悦
子
園
長
）
と
鷹
巣
北
幼
稚
園
（
園

児
12
人
、
工
藤
英
俊
園
長
）
で
３
月
下
旬
、

最
後
の
修
了
式
・
卒
園
式
と
閉
園
式
が
行

わ
れ
、
地
域
の
乳
幼
児
保
育
・
幼
児
教
育

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
＊ 

　
竜
森
保
育
園
は
、
昭
和
43
年
に
発
足
し

た
七
日
市
の
竜
森
簡
易
保
育
所
が
前
身
。

当
時
は
鷹
巣
南
中
学
校
と
統
合
し
、
廃
校

と
な
っ
た
旧
竜
森
中
学
校
の
校
舎
の
一
部

を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
同
48
年
４
月
、

園
舎
を
建
設
し
「
竜
森
へ
き
地
保
育
所
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
こ
れ
ま
で
34
年
間
で

１
７
９
人
の
修
了
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

　
25
日
に
行
わ
れ
た
卒
園
式
で
は
最
後
の

卒
園
児
と
な
っ
た
梅
原
琢
也
君
に
金
田
園

長
が
保
育
証
書
を
授
与
し
た
後
、
梅
原
君

と
、
他
の
保
育
園
に
入
園
す
る
在
園
児
の

２
人
に
祝
福
と
は
な
む
け
の
こ
と
ば
を
贈

り
ま
し
た
。 

　
鷹
巣
北
幼
稚
園
は
昭
和
53
年
、
旧
鷹
巣

町
３
番
目
の
幼
稚
園
と
し
て
綴
子
・
糠
沢

に
創
立
。
29
年
間
で
５
８
９
人
の
卒
園
児

を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

　
同
園
は
、
鷹
巣
西
幼
稚
園
と
統
合
し
、

新
た
に
「
た
か
の
す
幼
稚
園
（
園
舎
＝
西

幼
稚
園
）
」
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
閉
園
と
な
っ
た
も

の
で
、
３
月
20
日
、
最
後
の
卒
園
式
が
行

わ
れ
８
人
の
園
児
が
巣
立
ち
ま
し
た
。  

　
た
か
の
す
幼
稚
園
（
工
藤
英
俊
園
長
）

の
入
園
式
は
５
日
行
わ
れ
、
４
歳
児
５
人

が
入
園
、
園
児
13
人
で
新
し
い
歴
史
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

▲４種類が試作された「国体弁当」 

３４年の歴史を閉じた竜森 

保育園（最後の卒園式で） 

▲
 

　２９年にわたる地域での幼児教 

育の務めを終えた鷹巣北幼稚園 

▲
 

特
選
食
材
を
使
っ
た
弁
当
で
お
も
て
な
し
を

﹁
国
体
弁
当
﹂
試
作
品
を
お
披
露
目
〜
北
秋
田
特
選
食
材
購
入
会

さ
よ
う
な
ら
竜
森
保
育
園
・
鷹
巣
北
幼
稚
園

市
立
幼
稚
園
は
新
た
に
﹁
た
か
の
す
幼
稚
園
﹂
と
し
て
ス
タ
ー
ト

弥
生
時
代
の
住
居
跡
が
発
見 

さ
れ
な
い
こ
と
に
も
言
及 

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
文
様 

が
描
か
れ
た
「
狩
猟
文
土
器
」 

狩猟文土器 

▲小又川流域の縄文遺跡と当時人々の暮らしや文化

などについて語り合った第２回縄文シンポジウム 

豊
か
な
縄
文
文
化
を
再
確
認

小
又
川
流
域
の
縄
文
遺
跡
・
遺
物
を
考
察

第
２
回
北
秋
田
市
縄
文
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第２回縄文シンポジウム トピックス 


